
仕事の原理　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（20N（直接と同じ））

定滑車は力の向きを変えるだけで、引く力の大きさは直接持ち上げるときと同じです。

よくあるまちがい：定滑車＝向きを変える、動滑車＝力が半分。

問2　答え：ウ（10N（半分））

動滑車では荷物を2本のひもで支えるので、引く力は半分の10Nになります。

よくあるまちがい：動滑車1つで力は半分。

問3　答え：ア（2m（2倍））

動滑車では力が半分になる代わりに、ひもを引く長さは2倍になります。

よくあるまちがい：力が半分→距離は2倍。

問4　答え：45J

考え方

1. 引く力：30÷2＝15N、引く長さ：1.5×2＝3m

2. 仕事：15×3＝45J（直接上げる30×1.5と同じ）

よくあるまちがい：力は半分、距離は2倍。仕事は変わらない。

問5　答え：10N

考え方

1. 直接の仕事：20×4＝80J

2. 引く力：80÷8＝10N

よくあるまちがい：仕事の原理を使って、仕事÷距離で力を出す。

問6　答え：イ（道具を使っても使わなくても、仕事の大きさは変わらない）

てこ・滑車・斜面などの道具を使うと、力は小さくできますが、その分動かす距離が長くなり、仕事の大

きさは変わりません。

よくあるまちがい：力を得すると、距離で損をする。

問7　答え：4m

考え方

1. 引く力：80÷4＝20N

2. 引く長さ：1×4＝4m

よくあるまちがい：支えるひもの本数で、力と距離の倍率が決まる。



問8　答え：下の例

動滑車では荷物を2本のひもで支えるので引く力は半分になるが、荷物を同じ高さまで上げるには、ひもを

2倍の長さ引く必要がある。仕事＝力×距離なので、半分×2倍で仕事の大きさは変わらない。

採点のポイント：引く力は半分になる／ひもを引く距離が2倍になり、仕事（力×距離）は同じ

よくあるまちがい：力と距離の両方の変化を書く。
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